


9Ù������9Ù

�ã+��é$N�Õ�Í9Ô�;/19Õ9Ô����9Õ

�Ô�•1Šð�” û�÷�”�Â�ê�é
�
��é�Ã���.‘�Ê�•
}�Ž
•���é�Ž�Ã�ê�”���Ã�ë�”���Ž

�æ�Ò�á�ý�â�Ô�è�”�C�\�U�f�é�Ž�Ã�æ�Ò�á�ý�”
y!¢�é�Î�ã�ê.‘�Ê�”
y!¢�ê
y�â�Ô�•


y�é
��é
��é�Î�ã�.‘�Ê�• û
��é�Ñ"É�ã�Æ�” û
��é�v!��”�ñ/��”�¿�
����-ë�A

-��ã�Æ�”�Ø�Á�¿�Á�Î�ã�ê.‘�Ê�Ì���ä�ý�”1Šð�” û�÷�”�Â�ê�æ1b1•�Ò�Ú�v!��”�½

���¿�ê�Ã���ã�¿�Á�Î�ã�.‘�Æ�å�¿�•�Ø�Á�¿�Á�ç�g�â�”
}�Ž�ê
�
��é�Ã���.‘�Ê

�Æ��N�����ã�•�Ø�Á�¿�Á�ð�Á�æ���e1¬�ï��Ò�á�¿�Ê�é�â�Ô�•

�Ø�Á�Ô���ã�”
}�Ž�é
��æ�ý�"
6�ý�½���ë�”�Ê
6�ý�½���”�"
6�é
��æ�ý�Ç�"�ý

�½���”#��s�ý�½���•#��s�"
6�é
��æ�ý1G47�ã�Ä47�ã�Ç�½���•�ù�Ú�”�Ä47�é
��æ

�ý�Ž"ç�é�Ä47�ã-ð���é�Ä47�ã�Ç�½���ã�Ò�á�”�Ò�Û�¿�æ�§0»"ç�Ù�Ò�á�”#��s�å��

�ý�é��Þ�ü�á�¿�Ê�•�Ø�é$å�B�æ�w�Þ�Ú�ý�é�Ç5ô"á�>
”�å�é�â�Ô�•�Ø�é5ô"á�>
”

�é
��æ�Ô�ô�á�Çn���Ð�����ã((�Ã�Ú�•�Î���ê&Ø�Ù�Í�•�½�Î��Ò�á�§0»"ç�Ù�Ò�á�”

�ß�¿�æ�:*‡�æ�Ô1•�Ô���Ž�Í�â�Ï�Ñ�¿�ù�Ô�•

�Ÿ�ú�è�u�ç1•� �ã�ê�” �¡�:*‡&»�¢�Ç.‘�Æ�����ù�â�é�Ž�Ã�é�Î�ã��ú�è�ã.��¿�”

�Ø�����é&»�V�ê�‘
}�é�Ž�Ã�â�ê�å�¿�ã�Ô���Î�ã�â�Ô�•�ú�è�ã�ê�”�Ø�é�è�ã�¿�Á

�ç�g�â�Ô�•�Ø�é�è�ã�ê�” �¡�:*‡&»�¢�Ç.‘�Æ���� �è�â�Ô�• �¡�:*‡&»�¢�ã�¡�:*‡

&»�¢
•���é.É&»�ã��§0»�Ò�á�” �¡�:*‡&»�¢�Î�Ø�Ç#��s�é�‡�¿�é�Ž�Ã�â�½�Þ�á�”

�¡�:*‡&»�¢
•���é.É&»�ê�u�ç1•�é�Ž�Ã�â�½���ã((�Ã�Ú�•�Î���Ç�ú�è�u�ç1•�ã�¿

�Á((�Ã�Ç�â�Ô�•

"ç�Ù�Í�â�ê�ú�è�u�ç1•�â�Ô�Ì���ä�ý�”&Ø�Ù�Í�â�ê�”�ú�è�æ�ý�ç1•�.z�ü���é

�â�Ô�•���Ã�ë�”�(
}�â�‡�
�����ã�Æ�”�(
}�â�Ô!¢�Ô���ã�Æ�”�Ø�Á�¿�Á���Á�å�Î

�ã�ý�”�Ô�ô�á�”�Ø�é�n�.�æ�½���ý�é�ê�:*‡�é&¿'<�â�Ô�•�:*‡�é'<�â�Ô�• �¡�:*‡

&»�¢�ã�é&¿'<�Ç
-1™�é1Šð�æ�Ô�ô�á�é
q�æ�½�Þ�á�”�Ø�é&¿'<�é�Ï�Ç�«�Ô���•-Ð

�Ô���æ�‘�Þ�Ô���é�â�Ô�•$³�*ã�¿�á�”�Ó��ÿ�Þ�á!¢(’�Ô���Î�ã�â�Ô�•
-1™�é1Š

ð�æ�Ô�ô�á�é�ý�é�ê�¡�:*‡&»�¢�ã�é&¿'<��Ò�á�¿�á�”�Ø���Ç�«�Ò�á�Ç�"�&»�â

�ý(Õ�Ô���Î�ã�Ç�½���•�Ø�é�0�æ�å�Þ�á�¿���é�ê�¡�:*‡&»�¢�Û�ã((�Ã�á�¿���é�â

�Ô�•�Ø�Á�¿�Á�Î�ã�â�”�ú�è�é�ç1•�.z�ü���Î�ã�ý�½���ù�Ô�Ì���ä�ý�”�Ò�Æ�Ò�”

�Ø���ý$å�B"›�æ�ê�”�:*‡�é�ç1•�Û�ã((�Ã��.6�â�Ô�•�Ø�Á�¿�Á((�Ã�Ç�Ç�”�Ø�é�ú

�è�u�ç1•�â�Ô�•

9Þ9Ú
q�ç


y�2�ê�Ÿ9Þ9Ú
q�ç� �â�Ô�• �Ÿ
q�ç� �ê
%�Û�Þ�Ú�Ç�Û�Ì��<�Í�á�¿�ù�Ô�•

�
���� 1•�ú

1•�ú�ê$N�l�é�Ë$2�â�Ô�•�ã+��é�Õ�Í�ê�” �Ÿ�Ž��Ò���Ñ��(*�  9Ô������5Á9Õ�”�5�ö



－486－

日蓮の禅批判（庵谷） （13）

どあげました『顕謗法鈔』です。それから、「法華経信仰者を悪道に堕とす」

（923頁）、これは『兄弟鈔』。真蹟が現存しています。この日蓮の文章は珍し

くルビが振ってあるのです。「一乗誹謗の科」（1879頁）、これは『光日上人御

返事』。身延にかつて存在していた遺文です。その他、『法華取要抄』（810

頁）。その他にあげていますが真蹟が現存する遺文です。このような表現があ

ります。信頼性が高い文章に、このようにあります。

(2) 慧可

二番目は慧可、禅宗第二祖です。日蓮の批判は「法華経信仰者を悪道に堕と

す」（923頁）、これは同じく『兄弟鈔』（810頁）です。その他『法華取要抄』

（810頁）です。

(3) 慧能

三番目が慧能です。南宋禅の頓悟を説いた方です。禅宗の第六祖。日蓮の批

判は「達摩・慧可と共に批判」（1193頁）。これは『報恩抄』の中に述べられ

ている。

(4) 信行

四番目は信行。三階禅師と言われています。日蓮の批判は「法華経を下す」

（1340頁）。これは『下山御消息』です。真蹟が各所に散在しています。その

他、『撰時抄』（1040頁）。これはご真蹟現存です。参考として、これは真蹟が

ないものですが、『曾谷二郎入道殿御報』（1872頁）です。

(5) 栄西

五番目は栄西禅師。ご存知のように、円、密、禅の兼修を説き、『興禅護国

論』をお書きになった方です。日本臨済宗の祖です。日蓮の見解は「持戒第一

葉上房」（2999頁）とあります。これは断簡の三五四。断簡とは切れのような

形で残されている書簡のことです。三五四番の番号のついている断簡に、持戒

第一とあります。栄西は台密葉上房流の祖であり、持戒持律を重んじたため、

日蓮は、栄西についてこのように記載している。具体的評論の文はありません。

戒律を持ったということについては歴史的に著名な話ですので、そういうこと

を日蓮は知っていたと思われるのです。

(6) 大日仏陀

六番目は大日仏陀。「浄土宗の諸師と共に実大乗を破し権大乗に付く」（245

頁）者と、『教機時国鈔』に述べられている。この大日仏陀については議論が

あります。大日房能忍と仏地房覚晏のことかとの説があります。いろいろな方
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達が論文をお書きになっているのです。大日房能忍と仏地房覚晏のことだと

言っているのが、先年亡くなった立正大学の宮崎英修先生です。大体、この説

で、日蓮宗は考えているのですけれども、断定は出来ません。この『教機時国

鈔』は真蹟がないのです。『教機時国鈔』は真蹟はないけれども、信頼性はあ

ると言われているものです。しかし、断定は出来ません。その中に、大日仏陀

とあるのです。それで、もし、これが能忍と覚晏のことであれば、ということ

で以下に記しておきました。

① 大日房能忍

大日房能忍は日蓮が禅宗批判する時に一番沢山、名前が出てくる方です。日

本達摩宗です。日蓮の批判は、法然と共に「増上慢者」（423頁）としていま

す。これは『安国論御勘由来』にあります。真蹟があります。

法然と共に「大天魔」（453頁）と批判。これは『法門可被申様之事』にあ

ります。これも真蹟があります。

法然と共に時期に合わない教えを説く者として批判（607頁）。『開目抄』。

これは身延にかつてあった遺文です。

参考として、『佐渡御書』です。「教外別伝と号して……」（615頁）とあり

ます。日蓮遺文中、禅の関係者のなかでもっとも批判されたのは、この大日房

能忍でございましょう。

② 仏地房覚晏

仏地房覚晏は、能忍の弟子です。真蹟遺文中に名前は出てきません。

(7) 聖一国師

七番目に聖一国師です。禅と密を兼修なさった方で、京都の東福寺の開祖で

す。この方は日蓮の時代と重なっています。日蓮は、「法華経の弘通を妨げる

悪人」（596頁）と『開目抄』で言っています。その他、『真言諸宗違目』（638

頁）。これは真蹟があります。『小乗大乗分別鈔』（779頁）。これは真蹟が散在

しています。

(8) 道隆

八番目は建長寺の道隆です。純粋禅を主張なさった方です。日蓮の批判は多

いのです。非常に厳しいのは、「建長寺等の僧の寺塔をやきはらい、首を由井

の浜で切らなければ日本国は必ずほろぶ」（1053頁）と『撰時抄』に書いてあ

ることです。これは非常に過激です。

その後に参考として挙げてありますが、日蓮を幕府に訴えた人物の内の一人
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であると、『妙法比丘尼御返事』（1658頁）で言っている。これは真蹟があり

ませんから、断定はできません。その他、『真言諸宗違目』（638頁）、『波木井

三郎殿御返事』（746頁）、『小乗大乗分別鈔』（779頁）が参考としてあげてあ

ります。

『立正安国論』の西明寺入道北条時頼への進献は、道隆批判、禅宗批判を含

有する。日蓮が『立正安国論』という書物を書いて、時の最高実力者、その時

は執権を退いていたのですけれども、前の執権の西明寺入道北条時頼に上進し

た。時頼は形だけ隠居して、入道として西明寺に入っていたのです。鎌倉の北

条氏は、得宗の政権です。得宗は、長男から長男へという相承です。北条家の

得宗が最高の実力者です。時頼が実力者であることを日蓮は見抜いていたので

す。それで、西明寺入道に『立正安国論』を上進して、国の政治のあり方を諫

めました。その『立正安国論』の内容は、法然浄土教批判です。禅宗批判では

ない。ところが、西明寺入道は禅に帰依していましたから、日蓮が『立正安国

論』を西明寺入道に上進したということは、そこに禅宗批判、あるいは、時頼

の帰依していた道隆に対する批判を含んでいた訳です。『立正安国論』におけ

る日蓮の主張はただ一です。それは「実乗の一善に帰せよ」という一言です。

「実乗の一善」とは、真実なる教えです。一なる善なる教えです。これは一乗

法華経のことを言っているのです。一乗真実の『法華経』に帰依しなさいとい

うことです。ところが、日蓮は『法華経』に帰依しなさいとは言わないで、

「実乗の一善に帰せよ」と言っている。実乗の一善という、『法華経』に帰依

しなさいという意向を示したことは、禅宗に対する批判を、そこに含んでいた

と考えられる訳です。

道隆に対して、何故、これだけ厳しいかと言いますと、幕府の人達が帰依し

ていたからです。首を切らなければいけないというようなことは、非常に過激

ですよね。どうしてそのようなことを仏教者が言うのか、これは世間の批判を

浴びる所です。それは『涅槃経』の教えなのです。

日蓮の宗教の過激性は、何処から来るのか。日蓮の宗教は、言うまでもなく

『法華経』に立脚していますけれども、日蓮の宗教理念、『法華経』の理解は、

天台の教えに依っています。そして、行動は『涅槃経』に立脚していることが

あるのです。『涅槃経』は『法華経』よりも過激です。『涅槃経』は正法護持、

正しい教えを護るためには、「執持刀杖」と言います。「刀杖を執持せよ」。要

するに、武器を持てということですね。正しい教えを護るためには武器を持て。
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これが『涅槃経』の教えです。更にもっと厳しいのが、「断命根」です。断は

断つです。命根は命の根です。命を断てと言うのです。要するに、正しい教え

を護るためには殺人も止む無しというのが『涅槃経』なのです。それほど『涅

槃経』は厳しいものです。『法華経』に比べると全然違います。『法華経』の

常不軽菩薩品には常不軽菩薩の行軌が説かれています。日蓮は常不軽菩薩の跡

を偲ぶと言っています。常不軽菩薩品は日蓮の行動の規範となっているのです。

これは人間礼拝です。人様を見るたびに「あなたは仏様です」と言って礼拝し

て回った。怒られたら、逃げていって、さらに「あなた様は仏様です」と敬う。

これが人間礼拝です。日蓮は、その『法華経』の常不軽菩薩の人間礼拝の跡を

偲ぶと言っている。常不軽菩薩品の教えは、仏様の前世です。仏様は前世にお

いて常不軽菩薩の行をなさったと説いてある。しかし、そのような法華経の修

行を継承した日蓮が何故過激なのかと言うと、主張は曲げないのです。どのよ

うなことをされても主張は曲げない。幕府から弾圧されても、日蓮は、日本の

国にいるのだから、「身は従えられるけれども、心は従えられない」と言って

いるのです。その社会の機構の中にいるから、逮捕されることは止む無しと。

しかし、心までは逮捕されませんと日蓮は言っているのです。そういうふうに、

自分の主義主張は曲げない。これが日蓮の過激性なのです。『法華経』に立脚

して、そういう考え方をした。

「摂受折伏」という言葉があります。摂受とは、相手を受け容れて法を説く。

折伏とは、強く自分の主義を主張して法を説くということです。日蓮は折伏だ

と言われていますけれども、日蓮の折伏は、そういう『法華経』の折伏なので

す。だから、『涅槃経』ほど暴力的ではありません。ただ、こういう『涅槃

経』の教えがありますから、それで、過激なことを言うことがあります。日蓮

は『法華経』の中に身を廷していましたので、『法華経』の教えの中において

こそ、真実の自己実現、自分の命を実現できると考えていました。だから、そ

のために、正法の護持を妨げる、障碍するものに対して、こうあるべきだとい

うことを主張したのです。これは『撰時抄』ですから、幕府にそう言った訳で

はありません。著書の中で、そういうことを書いている。それを読むのは門下

の人達です。

小結 日蓮の批判のポイント

次に、日蓮の禅宗の僧に対する批判のポイントです。法華経を誹謗し、人々

を悪道に導く増上慢の人師である。どうして増上慢というのかと言うと、禅宗
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の考え方が凡夫即仏であるからです。凡夫が何もしないでそのまま仏であると

いう考え方は増上慢だと言ったのです。だから、「邪師」（686頁）「三衣一鉢

の大慢の比丘」（1030頁）です。それから、「持斎となって人の眼を惑わかし、

たつとげなる気色なれば」（1032頁）です。それから、「禅宗は日本国に充満

して、既に亡国とならんとはするなり」（1041頁）。このような表現で日蓮は

禅宗の僧に対して批判をしています。

３．教義

次に教義について触れます。

(1) 禅天魔

禅天魔という日蓮の批判は、禅は仏法を破壊する天魔の教えであるというこ

とです。

「禅宗は天魔波旬の説」（498～9頁）、これは『行敏訴状御会通』にありま

す。真蹟がかつてあったという曽存本です。「禅宗と申す当時の持斎法師等は

天魔の所為なり」（837頁）、これは『上野殿御返事』。弟子の日興の写本が

残っています。「禅宗は天魔の所為」（1153頁）、これは『光日房御書』。これ

も身延にかつて存在していたものです。『報恩抄』（1238頁）にも同じ文章が

あります。それから、「禅は天魔の所為」（1845頁）、『諫暁八幡抄』。これは身

延にかつてあったもので、かつ真蹟の断片が現存しています。天魔の所為とい

う表現が一番多いことがわかります。

(2) 教外別伝

二番目に、教外別伝について。真の悟りは経典などの文字によって伝えられ

たのではなく、以心伝心である。これが教外別伝の意味です。それに対して日

蓮は、教外別伝は仏の教えを蔑ろにする天魔の教えであると考えたのです。

「教外と称し、仏教をば真の法にあらずと蔑如して増上慢を起こし」（778

頁）と『小乗大乗分別鈔』にあります。それから、「大日曰く教外別伝云々」

（607頁）。大日とは大日房能忍です。これは『開目抄』。他に『行敏訴状御会

通』（499頁）、『諫暁八幡抄』（1845～6頁）等にもあります。

(3) 不立文字

三番目は不立文字。不立文字とは、真の悟りは経典等の文字によらず、心か

ら心へ伝えられる、以心伝心、ということです。

日蓮は「禅宗は法華経を失はんがために教外別伝不立文字とののしる｣(1329

頁）と、『下山御消息』に述べています。
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(4) 仏祖不伝

四番目は仏祖不伝。これは、仏祖の悟りは言葉や文字では伝えることはでき

ない、ということです。

これについての日蓮の批判は、真蹟現存遺文中にはありません。参考として

は、『諸宗問答鈔』に「天魔の伝へる所の法門なり」（27・29頁）とあります。

他に、『蓮盛鈔』（20頁）があります。

(5) 拈華微笑

五番目は拈華微笑。拈華微笑とは、仏が一本の華を手に取り示したところ、

迦葉のみが仏の密意を理解して微笑したため、迦葉のみに法が伝授された、と

いうことです。日蓮は「大妄語」（598頁）であると『開目抄』に書いていま

す。参考として『聖愚問答鈔』に「僻事」（371頁）とあります。

(6) 見性成仏

六番目は見性成仏。自己本来の心性を悟ることによって仏と成る、という意

味です。

日蓮の批判は真蹟現存遺文中には見られない。参考として『聖愚問答鈔』

（371頁）、『妙法曼陀羅供養事』（699頁）、『念仏者追放宣状事』（227頁）等が

あります。

(7) 禅勝止観

七番目は禅勝止観。禅は止観よりも勝れた教えであるとすることです。

日蓮の批判は、真蹟現存遺文中にはありません。『立正観鈔』（851頁）は議

論のある遺文です。

小結 日蓮の批判のポイント

禅の教義についての日蓮の批判のポイントは、聖教（仏説）否定の魔説であ

る、仏の本意に非ずということです。『開目抄』に「仏をさげ経を下す。此れ

皆本尊に迷えり」（578頁）とあります。「仏を下げ」とは、殺仏殺祖、仏を殺

し、祖師を殺すということです。禅の、仏に拘ってはいけない、僧に拘っては

いけない、教えに拘ってはいけない、という考え方を、「仏を下げ」と言い、

教外別伝ですから「教を下す」と言った。

それから、災害興起の一因（他国《蒙古》からの侵略の一因）と考えていた。

日蓮は、この世の中は善神によって守られていると考えていました。善神守護

と言います。善神が守護しているのです。善神は、正しい教え、これを正法と

言いますが、正しい教えが弘まっている所にしか住めないのです。何故、住め
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ないのかと言うと、正法を食している。したがって、正法のある所にしか、善

神は生きられないのです。正法がなくなってしまうと、善神は他に行ってしま

う。他に行ってしまうと、今度は、そこに悪鬼がやって来る。悪鬼がやって来

たらその国に災害が起きる。災害が今、日本の国に起きている。日蓮の時代に

は正嘉の大地震がありました。正嘉の大地震を契機として、日蓮は『立正安国

論』を作成することになるのです。地震とか洪水などの災害、そういうものを

基点として日蓮は立ち上がっていきます。世の中に災害が起きて、人々が苦し

みの中に沈んでいるのは、正しい教えが信仰されていないからだと考えた。正

しい教えが信仰されていないから、この世の中に苦しみが充満する。そして、

他の国から侵略されてしまうと考えたのです。何故、他の国が侵略するのかと

言うと、それは正しい教えが行なわれていないと、世の中に三災七難が並び起

こる。三つの災い、七つの困難なことです。その中に他国が侵略するとか、国

内で反乱が起こるとか、そういうことが経典に説かれているのです。そういう

ふうに正しい教えが信仰されていないと、他国から侵略される、それから、災

害が起こるというのです。正しい信仰がなされていないという意味で、それが、

諸宗に対する批判に繋がっていきます。

以上が、日蓮の、禅についての、経典と人師と教義に関する批判の大まかな

点でございます。具体的には日蓮の記したそれぞれの文章を、『昭和定本日蓮

聖人遺文』でご確認頂ければと思います。

四、日蓮の信仰基盤

次に、日蓮の信仰基盤について挙げておきました。かいつまんでご紹介させ

ていただきます。

１．仏教者としての姿勢―教法の重視

日蓮の仏教者としての姿勢は、教法の重視に特色があります。先ほど申しま

したように、日蓮仏教は教仏教です。仏の教えに依拠して、仏の教えを信受し

ました。

ですから、教えの正邪については非常に厳しいのです。先師の文章でも、こ

れは正しいとか、これは偽作であるとかいうようなことを言います。日蓮は

『法華経』こそが釈尊の本懐、要するに釈尊の心中の本当の教えである、諸経

は方便の教えであるとしました。これは教相の立場です。
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一代聖教は釈尊の金言であり、金言の聖教に基づいて、仏意、仏の心を知る。

「依法不依人」とは「法に依り、人に依らざれ」、ということです。これは

『涅槃経』の文です。このように、日蓮は教法に従って仏道を求め実践してい

きました。

２．日蓮の自覚と実践―社会的実践の重視

二番目が、日蓮の自覚と実践ということです。日蓮は社会的実践を重視しま

した。

宗教は、個の救い、人類の救い、社会の救い、草木大地の救いということが

あります。大地に住まわせて頂いている人間達も、生き物も、共に平和に暮ら

せる社会を実現しなくてはならない。それが日蓮の言う立正安国という考え方

です。ですから、日蓮の宗教は、社会に仏の教えを実現していくことです。す

なわち、『法華経』の救いを社会に実現することです。

なぜ日蓮は難に遭ったのかと言うと、それは社会に向かって発信したからで

す。だから、いろいろな難に遭うことになりました。

(1) 日蓮の自覚

日蓮の自覚とは仏子の自覚です。仏の子という自覚です。それから、仏使の

自覚は仏の使いであるとの自覚。それから、法華経の行者の自覚、『法華経』

を修行する者としての自覚。そして、本化地涌菩薩の自覚。本化地涌とは、

『法華経』従地涌出品に説かれている、地面から涌き上がってくる菩薩です。

そして、第二十一章の神力品で、仏様から『法華経』の弘通を委嘱される菩薩

です。日蓮はこの「地涌の菩薩」の自覚に立って生きていたのです。自分のこ

とを、仏様から命令された、『法華経』を弘める役割を担った人間だと考えた

のです。それが日蓮の、本化上行菩薩の自覚ということです。地涌菩薩は多く

いますが、その内の最高責任者が上行菩薩です。

(2) 日蓮の実践

次に、日蓮の実践とは、日蓮が数々の難に遭いながら、『法華経』を実践し

ていったことについてです。

日蓮は身・口・意の三業にわたって法華経を受持していきました。それは心

身をかけて法華経を読むことであり、これを色読と称しています。日蓮の捨身

の信仰は、法華経の不惜身命や涅槃経の身軽法重の教えに依っています。

また、法華経の弘通は、仏と地涌菩薩との約束ですから、地涌菩薩としての

自覚に生きた日蓮にとって、生涯の課題であったわけです。
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法華経に生きることは、日蓮にとって、与同罪を免れることでもありました。

与同罪とは、謗法の者を呵責しない者は、謗法者と同罪であるという考えです。

３．受難の必然―具体的体験の重視

三番目の受難の必然とは、難に遭うことは『法華経』に予言されていること

であるから、難に遭うことは『法華経』を真に実践している者であるとの証で

ある。

４．立正安国の実現―平和な社会の実現

四番目の立正安国の実現とは、『立正安国論』を上進するなど、日蓮は生涯

にわたって、立正安国の実現に邁進したということです。

五、日蓮の題目信仰

１．止観と唱題

次に日蓮の題目信仰について挙げています。これは今日のお話とは直接的に

は関係なくて、日蓮の題目信仰についてより深くご理解いただくために挙げて

あるのです。

そこに『摩訶止観』の行が挙げてあります。『摩訶止観』には大きく二つの

行が説かれています。略行と正行です。略行は四種三昧。四種三昧の中の半行

半座三昧の中の法華三昧、これは法華懺法です。この法華懺法の『法華経』読

誦、『法華経』信仰、これを日本天台宗が主に継承しました。それに対して、

日蓮は『摩訶止観』の正行である正修止観の一念三千に立った訳です。日蓮は、

正行の一念三千に立った。それに対して、日本天台は略行の四種三昧に立った

という特色があると言えるであろうと思います。

２．日蓮の信行

そして、日蓮の信行。日蓮は、最終的には、本門の観心である事の一念三千

の題目五字七字の世界に生きた。これが日蓮の宗教でございます。

むすび

今日のお話を集約すれば、日蓮の宗教は教の宗教であり、そういう視点から、

禅の宗教のあり方について、日蓮は批判を加えたということです。

日蓮の諸宗批判の中では、禅に対する批判はそれほど大きなウエイトを占め
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るものではありません。一番大きいのは、法然浄土教批判、その次が天台密教

批判。この二つが、日蓮の諸宗批判の入口と、それから結びです。日蓮の諸宗

批判は、ひとえに、日蓮が真実の教えを求めようとしたことによります。そし

て、その真実の教えに生きることを、日蓮は使命としました。そのように言え

るのではないかということを、今日はご紹介をさせて頂きました。

以上で、私のお話は終わりにさせて頂きます。皆様の方からご意見がござい

ましたら頂戴致したいと思います。どうぞ、よろしくお願い申しあげます。ご

清聴ありがとうございました。




